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ここがききたい!　一般質問
　
　
こ
れ
か
ら
は
、
医
療
、

観
光
、
防
災
、
教
育
な
ど
、

行
政
が
関
わ
る
全
て
の
分
野

で
情
報
通
信
技
術（
I
C
T
）

を
有
効
利
用
し
、
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

組
織
や
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方

を
変
更
す
る
な
ど
、
技
術
革

新
へ
適
応
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

　

I
C
T
の
利
活
用
で
、

様
々
な
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
デ
ー

タ
が
つ
な
が
り
、
利
便
性
が

向
上
し
た
ま
ち
・
活
力
の
あ

る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に

は
、
市
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
強
い

権
限
で
強
力
に
推
進
で
き
る

体
制
の
整
備
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

I
C
T
化
推
進
に

向
け
た
体
制
整
備
を

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り（
地
域

防
災
体
制
の
強
化
、防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
推
進
）②
地
球
温
暖
化
対
策
の

推
進
③
教
育
行
政（
教
育
費
の
負
担

軽
減
、教
員
の
働
き
方
改
革
、チ
ー
ム

学
校
の
推
進
）

問

　
　

障
が
い
者
施
設
な
ど
で

の
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
な
ど
の

不
正
請
求
が
行
わ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
場
合
は
、
事

実
の
確
認
を
し
、
改
善
勧
告

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　

本
市
な
ど
に
不
正
請
求
に

係
る
情
報
公
開
請
求
を
し
た

と
こ
ろ
、
実
績
に
基
づ
か
な

い
請
求
な
ど
が
行
わ
れ
て
お

り
、
返
金
額
は
約
1
4
0
0

万
円
余
に
な
る
。
重
大
な
犯

罪
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

障
が
い
者
施
設
の

給
付
費
不
正
請
求

へ
の
対
応
は

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
防
災
に
つ
い
て
の
本
市
の
危
機
管

理
②
土
壌
汚
染
③
固
定
資
産
税
の

過
大
徴
収
と
空
き
家
対
策
特
別
措

置
法
④
L
R
T
事
業

問

　
　

29
年
10
月
に
五
代
若
松

原
地
区
・
雀
宮
地
区
で
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
地
区
説
明
会
が
開
催
さ
れ

た
。
資
料
を
改
め
て
見
直
す

と
、
J
R
雀
宮
駅
東
側
か

ら
、
瑞
穂
野
、
石
井
へ
運
行

す
る
バ
ス
路
線
の
計
画
が
な

か
っ
た
。

　

L
R
T
が
背
骨
で
あ
り
、

肋
骨
と
し
て
の
バ
ス
路
線
と

合
わ
せ
て
利
便
性
の
高
い
交

通
網
を
構
築
す
る
と
の
説
明

が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

雀
宮
駅
か
ら
イ
ン
タ
ー
パ
ー

ク
や
瑞
穂
野
団
地
、
問
屋
町

な
ど
を
経
由
し
て
、
L
R
T

電
停
や
J
R
宇
都
宮
駅
東
口

へ
つ
な
ぐ
バ
ス
路
線
が
必
要

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
活
か
す

雀
宮
駅
発
バ
ス
路
線

の
新
設
を

問

　
　

拠
点
間
の
連
携
強
化
や

公
共
交
通
空
白
地
域
の
解
消

な
ど
の
考
え
の
も
と
、

L
R
T
導
入
後
の
将
来
の
公

共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
イ

メ
ー
ジ
を
作
成
し
た
。

　
こ
の
イ
メ
ー
ジ
に
お
け
る

雀
宮
駅
東
側
の
公
共
交
通
に

つ
い
て
は
、
市
民
の
移
動
実

態
や
路
線
バ
ス
の
利
用
状
況

な
ど
を
踏
ま
え
、
上
三
川
街

道
を
運
行
す
る
バ
ス
路
線
の

充
実
や
、
イ
ン
タ
ー
パ
ー
ク

周
辺
を
目
的
地
と
す
る
地
域

内
交
通
の
雀
宮
地
区
全
域
へ

の
拡
大
を
想
定
し
て
い
る
。

引
き
続
き
、
バ
ス

と
地
域
内
交
通

の
適
切
な
役
割

分
担
の
も
と
、
公

共
交
通
の
充
実
に

努
め
て
い
く
。

答

言
・
指
導
な
ど
や
報
酬
請
求

に
関
す
る
内
容
の
確
認
を
実

施
し
て
い
る
。

　

不
正
請
求
な
ど
が
確
認
さ

れ
た
場
合
は
、
改
善
勧
告
な

ど
の
行
政
指
導
を
行
い
、
施

設
な
ど
に
是
正
を
促
し
て
い

る
。
正
当
な
理
由
な
く
、
是

正
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
場

合
や
、
虚
偽
報
告
が
明
ら
か

に
な
っ
た
場
合
は
、
改
善
命

令
な
ど
の
行
政
処
分
を
実
施

し
、
公
表
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
る
。

　

情
報
公
開
し
た
案
件
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
事
業
者
か

ら
報
告
さ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
、
改
善
事
項
や
報
酬
返
納

額
を
精
査
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
そ
の
結
果
に
基
づ

き
、
改
善
状
況
の
確
認
や
返

納
な
ど
の
指
示
を
し
て
い
く
。

　
　
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
算

定
は
複
雑
で
あ
り
、
事
業
者

の
理
解
不
足
や
錯
誤
も
見
受

け
ら
れ
る
た
め
、
実
地
指
導

な
ど
に
お
い
て
適
正
な
運
営

体
制
の
確
保
に
関
す
る
助

答

住
民
票
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
資
す
る
施

策
・
事
業
を
推
進
し
て
き
た
。

　

策
定
中
の
第
6
次
宇
都
宮

市
総
合
計
画
に
お
い
て
も
、

I
C
T
の
利
活
用
に
つ
い

て
、
複
数
分
野
で
の
連
携
が

不
可
欠
な
取
り
組
み
な
ど
を

取
り
ま
と
め
た
「
ま
ち
づ
く

り
好
循
環
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

位
置
付
け
て
い
る
。

　

現
在
、
庁
内
横
断
的
な
組

織
と
し
て
、
宇
都
宮
地
域
情

報
化
推
進
本
部
を
設
置
し
、

分
野
ご
と
に
I
C
T
を
推
進

し
て
い
る
が
、
今
後
は
、
推

進
本
部
内
に
分
野
横
断
的
な

I
C
T
の

利
活
用
を

推
進
す
る

新
た
な
体

制
を
整
備

し
て
い
く
。

　
　
こ
れ
ま
で
、
24
年
3
月

に
策
定
し
た
第
3
次
宇
都
宮

地
域
情
報
化
計
画
に
基
づ
き
、

答

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢（
市
政
の
根
本

や
そ
の
目
的
に
対
す
る
意
気
込
み
な

ど
）②
福
祉
政
策
と
地
域
連
携
③
先

進
的
環
境
政
策（
ご
み
の
発
生
抑
制

な
ど
）④
競
輪
場
を
含
め
た
八
幡
山
の

活
用
⑤
学
校
で
の
体
力
向
上
策
⑥
地

域
文
化
財
の
保
護（
歴
史
文
化
基
本

構
想
策
定
の
方
向
性
）⑦
広
域
火
災

へ
の
備
え

▲雀宮駅東口の様子


